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1．は じ め に

沖縄県立宮古病院は，開院以来，宮古圏域における地域
医療の確保のため，一般医療の提供をはじめ，救急医療や
高度・特殊医療等を担うなど地域の中核的病院として大き
な役割を果たしてきた。
しかしながら現在，主たる施設の老朽化，増改築を重ね
たことによる非効率的な施設配置や駐車スペースの不足な
どさまざまな問題が発生している。

このような状況のなか，沖縄県病院事業局では，現宮古
病院の建替えに向けて，平成 20年 6月に「宮古病院整備
基本構想」を，平成 21年 3月には「新宮古病院整備基本
計画」を策定した。これに基づき，今回，新たに整備され
た宮古病院は，離島特有の諸問題を踏まえつつ，地域医療
の特殊性や医療機能に配慮し，民間医療機関等との適切な
役割分担を図るなど，公的医療機関としての役割を果たす
必要があった。こうした背景のもと設計が行われ，新宮古
病院は無事竣工を迎えた。

写真 - 1　建物全景（カママ嶺公園より撮影）

沖縄県立新宮古病院の設計・施工
—塩害対策・日射対策に用いられたPCaPC部材—
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本建物は沖縄県の離島，宮古島に建設された病院で塩害対策と日射対策に PCaPC部材を使用している。本稿では，その設
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2．建 物 概 要

宮古島市は北東から南西へ弓状に連なる琉球弧のほぼ中
間にあり，沖縄本島（那覇）の南西方約 290 km，石垣島
の東北東約 133 kmの距離に位置する。6つの島（宮古島，
池間島，大神島，伊良部島，下地島，来間島）で構成され，
地形はおおむね平坦で低い台地状を呈している。
建設地は市街地から近く，カママ嶺公園，市営球場に隣
接した旧宮古農林高校グラウンドの跡地である。建設地は
海岸より約 500 mしか離れておらず，塩害対策が不可欠で
ある。施設概要を表 - 1に，敷地案内図を図 - 1に，配
置図を図 - 2に示す。
建設建物は，延床面積が約 20 400 m2，20科目の診療科

と 277床の病床を有する総合病院で，宮古圏域における中
核病院としての役割をはたし，医療機能を十分に発揮する
ための規模・設備が整備されている。

図 - 1　敷地案内図

図 - 2　配　置　図

表 - 1　施 設 概 要
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3．塩 害 対 策

前述のとおり建設地は海岸より 500 m程度しか離れてお
らず，塩害に対して厳しい環境下にさらされている。
鉄筋コンクリート構造物の塩害は，①内在塩害と②外

来塩害の 2つに大別される。沖縄県では，細骨材の多くを
海砂に頼らざるを得ない地理的な制約に加え，四方を海で
囲まれ，海から吹き付ける風も非常に強い自然環境下にさ
らされているため，①②両方のタイプの塩害が発生する
可能性が高い。また，1年を通じての高温多湿環境が塩害
による劣化促進速度を速めていると考えられる。
現在では，昭和 61年にコンクリート中の塩化物総量規

制もあり，内在塩分が原因で塩害を引き起こす可能性は非
常に低くなってきたため，外来塩害に対する対策が有効と
考えられる。外来塩害に対する対策の一例を以下に示す。
・かぶり厚の増加
・防錆鉄筋の使用
・密実なコンクリートを使用
・コンクリートひび割れの抑制

有効な塩害対策は，コンクリートのひび割れの抑制があ
げられる。プレストレストコンクリート（以下，PCと称
す）構造は，PC鋼線による付加軸力が部材に作用するた
め，ひび割れの抑制効果が RC造より飛躍的に向上する。
さらに工場製作のプレキャストコンクリート（以下，PCa

と称す）造は，現場打設の RC造に比べコンクリートの打
設環境が非常に優れるため，安定して密実なコンクリート
の打設が可能であるため，塩害対策には非常に有効と考え
られる。
一方，壁の多い建物にプレストレストコンクリート構造
を採用すると，壁の後打ちやケーブル緊張時のクラック発
生など，ひび割れを助長する可能性が高いため，かぶり厚
の増加や防錆鉄筋の使用が有効である。
本建物では，低層部は壁が多く，高層部は壁のほとんど
無い純ラーメン構造の立面計画（図 - 3，4，写真 - 1）
となっていることから，低層部では「かぶり厚の増加」，
高層部では「プレキャストプレストレストコンクリート
（以下，PCaPCと称す）構造」を用い塩害対策を行った。

図 - 3　立　面　図

図 - 4　高層部（病棟階）平面図
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4．日 射 対 策

本建物は沖縄特有の強い日差しを避けるため日射対策が
必要不可欠である。この日射対策として，沖縄地方の伝統
的な民家で見られる建築的手法「雨端（アマハジ）」（写真
- 2）を参考に，病棟部分の周囲に深い軒のバルコニーを
設け，快適な療養環境を確保した。さらに，朝夕の東西方
向からの日射の影響を軽減するため柱を兼用した縦ルーバ
ー（柱ルーバー）を設け，熱負荷軽減と同時に病棟からの
眺望を確保した（図 - 4～ 7，写真 - 3～ 6）。
これらの部材は柱巾および梁成を 450 mmで統一した板

状の PC部材で構成し，品質・機能性・デザイン性に配慮
した（5章参照）。

建物正面の外観を写真 - 7に示す。低層部に日射対策
と通風の確保の目的で外装材のヒンプン注）が設置されて
いる。このヒンプンは PCa部材を積層して作られており，

図 - 5　病棟周り立面図

図 - 7　日射対策（断面イメージ）

図 - 6　日射対策（平面イメージ）

写真 - 3　病 棟 周 り

写真 - 2　アマハジのイメージ
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竹を編んだイメージで作成した。正面から見上げたヒンプ
ンとルーバー柱を写真 - 8に，ヒンプンのクローズアッ
プを写真 - 9に示す。
注）： ピンプンとは，前述の「雨端」と同様に沖縄地方の伝統的な

民家で見られる建築的手法で，門と母屋の間に設けられる「目
隠し壁」のこと。外部からの目隠しと通風の確保がされるよ
うに設置される。

5．PCaPC部材の概要

本建物の PCaPC部材関連図の内，5階部材 KeyPlanを図
- 8に，Y3通り配線図を図 - 9に，梁断面リストを図
- 10に，柱断面リストを図 - 11に，PCaPC断面詳細図
を図 - 12に示す。

写真 - 5　3 階 屋 上

写真 - 9　ヒンプン（アップ）

写真 - 7　建物正面玄関

写真 - 6　柱ルーバー（病室から撮影）

写真 - 4　建物外観（南方向より撮影）

写真 - 8　ヒンプンとルーバー柱

ヒンプン（PCa部材）
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図 - 9　Y3 通り配線図

図 - 11　柱断面リスト

図 - 10　梁断面リスト

図 - 8　5 階部材 KeyPlan

図 - 12　PCaPC 断面詳細図
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6．施 工 概 要

先に述べたように，本建物の 3階以上の外周部分には工
場生産の PCaPC部材を用いた「PC圧着関節工法」を採用
した。また，建物内部は現場打ち RC部材とし，一部，長
スパンとなる梁については現場緊張による現場打ち PC部
材としている。本建物は，建物全体で現場打ちと工場生産
部材の複合構造となっている。ここでは主に PCaPC部分
の施工順序，現地の気候や，離島での施工について配慮し
た点について述べる。
6.1　PCa 部材の制作・海上輸送
本建物の PCa部材の制作は，打設量と工場設備を考慮
し沖縄本島で行うこととし，海上輸送により宮古島島内へ
搬入した。海上輸送の方法としては，部材の寸法と数量か
らフェリーによるコンテナ輸送を選択した（写真 - 10）。
離島での PCaPC建物の計画は，海上輸送を伴うため大

梁や柱への差し筋の長さも含め，部材寸法に対して配慮が
必要となった。また，輸送中，差筋に塩分の付着が起こら
ないよう対策を講じた。

6.2　工 事 手 順
本建物外周の PCaPC部分は PC圧着関節工法が採用さ

れている。この工法は PCa柱を基礎部へ圧着接合し，自
立させた後，柱に設けられたコーベル部分に PCa大梁を
架設，大梁の緊張という順序で，建て方を行っていく工法
である。以下に施工手順を示す。
・柱の建方

PCa柱直下階の柱にはあらかじめ PC鋼棒を埋設してお
き，PCa柱の建込み（写真 - 11），柱内の鋼棒とカプラー
で接続して圧着接合を行った。柱 -柱の接合面にはエポキ
シ系接着剤を塗布する（写真 - 12）。PC鋼棒のプレスト
レスにより自立させたのち，外周の鉄筋の継手にモルタル
を注入して鉄筋の接合を行った。
・大梁の架設

図 - 13に示すように，PCa柱に設けたコーベル部分に
大梁を架設する（写真 - 13）。このことで，サポートは不
要で，工程計画上，また，安全計画上も有利であった。

大梁を架設後，目地モルタルを打設する。緊張時期は，
トップコンクリートの打設前の緊張（二次緊張）と，トッ
プコンクリートの硬化後の緊張（三次緊張）を混用してい
る。
6.3　現場打ち部材 - PCa 部材の複合構造
建物内部は現場打ち鉄筋コンクリート（一部現場打ち

PC梁）となっている（写真 - 14）。このような，現場打
ち鉄筋コンクリートと PCaPC部材の複合（ハイブリット）
構造の採用にあたり，配慮した点を以下に述べる。

PCaPC柱に接続する大梁の主筋は，PCaPC柱内にアン
カーして工場で製作した。運搬に際して，露出した鉄筋に

写真 - 11　柱建方状況 1（柱の建込み）

写真 - 10　コンテナ運搬状況

写真 - 12　柱建方状況 2（接着剤の塗布）

図 - 13　大梁架設順序

コーベル

コーベル上に大梁架設

圧着接合
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は塗装やカバーを用いるなど防錆に対して配慮した。
PCaPC梁の側面に現場打ちスラブや小梁を接続する部

分に関しては，PCa部材と現場打ちコンクリートの接合面
を粗面仕上げとして一体化を図った（写真 - 15）。粗面仕
上げとする施工方法は，PCa部材の鋼製型枠の粗面仕上げ
部に硬化遅延剤を塗布し，型枠脱型後，まだ固まらない部
分を高圧水で洗い流し，粗面部分を形成した。

建物内部にも現場緊張の PC部材があり，現場打ち PC

梁も含め，大梁の緊張は建物内部に有害なひずみを生じな
いような順序を検討した。また，建物の長さは，X方向で
93 mであり，同時に緊張すると端部で大きな変形を伴い，
スラブや柱にひび割れ発生の心配があるため，可動部を 3

か所設け，段階的に緊張を行った。また，部材内には変形
に対処した補強筋も配筋した。
6.4　暑 さ 対 策
沖縄地方の平均気温は 23℃以上で，本土と比較して温
暖な気候であり，グラウトの配合，注入時には特別な措置
を講じた。
グラウト材は，このような温暖な地域では過速な硬化に
よる閉鎖が生じやすいため，以下に示すような施工に対す
る配慮を行った。
1．注入時のグラウト温度は 35℃を超えないようにする
ため，練混ぜ水に氷を投入して水温を下げ，グラウト温
度の品質管理を行った。

2．練混ぜに使用する機材，材料は，温度が上昇すること
を避けるため，直射日光があたらないように配慮した。

3．PC部材の温度が直射日光で高くなっており，グラウ
ト注入中に水分が失われないよう，先導水を注入しシー
ス内を湿潤な状態にした。また，グラウト中に先導水が
残存しないよう，排出後のグラウトが規定の濃度になる
まで排出した。
PCa部材の制作において，温暖な地域でのコンクリート

の打設は，硬化熱の上昇による部材のひび割れが心配され
る。このため，促進養生の温度管理は十分に配慮した。コ
ンクリート打設状況を以下に示す（写真 - 16）。

7．お わ り に

沖縄県の離島において，日射対策と塩害対策でプレキャ
ストプレストレストコンクリート部材を使用した新宮古病
院の設計と施工の報告を行った。最後に本建物の設計およ
び施工において，ご指導・ご協力いただいた関係各位の
方々に，この場を借りて厚く御礼申し上げます。

【2013 年 5月 14 日受付】
写真 - 15　スラブ打設部分の粗面仕上げ状況

写真 - 14　建物内部の現場打ち，外周は工場生産

写真 - 16　コンクリート打設状況

写真 - 13　PCa 大梁架設状況（コーベル上に架設）


